
交通事故対策施策一覧

●車線の形状に沿って、減速帯（ドットライン）を設置し幅員を狭く見せること
により、速度抑制及び注意喚起を図ります。

４．減速帯（ドットライン）３．路面標示

１．右折指導線

　　●交差点内の右折時の走行ルートを破線で表示し、わかりやすくします。

●路面に「追突注意」等の標示を設置し、注意喚起を促します。

２．交差点流入部のカラー化

●視覚的にわかりやすい路面舗装の色の変化により、心理的な注意意識を
高め、交差点直近での速度抑制や注意喚起及び走行軌跡の安定を図りま
す。
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●路側に「速度注意」等の看板を設置し、注意喚起を促します。

５．注意喚起看板 ６．自発光鋲

    ●中央分離帯や縁石の位置を変更したり、横断歩道や停止線等を前出しして、交差点内を小さく（交差点のコンパクト化）することにより、直進車両の
       信号切替時の判断ミスによる進入や無理な進入を防止します。

●車道中央線に自発光鋲を設置し、夜間の中央線の位置を明確にします。
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７． 交差点のコンパクト化
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